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※訂正とお詫び：弊誌1月号 「視点」 にて、 ICCA APについてのご紹介の中で  「Change、Corporation、
Chanceの3つのC」 と記しておりましたが、正しくは「Change、Cooperation、Chanceの3つのC」です。
ここに訂正させていただくとともに、読者の皆様、関係者の皆様にお詫びを申し上げます。

※コラム「Tech for MICE business」は、都合によりお休みさせていただきます。※編集の都合により、「出展募集」、「イベントレポート」はお休みとさせていただきました。ご了承ください。
お詫び：今号にて掲載を予定しておりました 「フィリピンMICE FAMレポート 続編」 は、
次号2020年3月号にて掲載させていただきます。

※DMC通信は、編集部の都合によりお休みさせていただきました。

本掲載は4月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、中止催事にはオンラインでの開催
がある場合もあります。

連載：「JNTO国際会議統計とデータの活用についての考察～ JNTO国際会議統計②」は、次号2022年2月号に掲載させていただきます。

本掲載は3月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
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26 ●  連載／ 『江戸名所図会』で巡る“Withコロナ時代”のオンライン観光
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■今月の表紙
　「おかやまMICEブランド」

　桃太郎やきびだんご、はだか祭りで有名な西大寺
会陽、マスカットや白桃など高級フルーツの産地として
も知られる岡山市は、古代より吉備文化の発祥地と
して栄え、市西部には造山古墳をはじめ今も多くの史
跡が残り、市の中心部には岡山城や日本三名園の
一つである岡山後楽園など、豊かな自然と文化が調
和した都市空間を形成している。
　「全国各地からの交通の利便性、多彩なコンベン
ションに対応可能な施設、オフタイムに楽しみを与え
てくれる観光地、味覚、リゾート…コンベンションに求
められるすべてをカバーする」MICEデスティネーション
岡山市は、MICEブランド及びロゴを策定・発表した。
　タグライン「Together Under Radiant Skies ～ひ
かり照らす空のもとで共に」には、「今日の岡山を築い
てきた風土であるからこそ、共に創れる喜びがあること
を表す”together”と”radiant”。Radiant は“光り輝く”
“(人・表情が)喜び・希望などで輝いた”“まばゆいばか
りの”といった意を持ち、Togetherを用いてよりフレン
ドリーな印象を与える」といったMICEデスティネーショ
ンとしての岡山の想いが込められたもの。
　ロゴマークは、多様性に富んだアイデアが派生し広
がりゆく様子を、大地を照らす燦 と々した岡山の陽で
表現。また三位一体のスピリッツを想起する瀬戸内
海へと流れる3大河川を、とどまることのないアイデア
の流れとしてシンボリックに重ね合わせた。
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}⬅ 1行で入りきりません
本掲載は12月10日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、
中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。
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